
SUCCESS STORY

Adobe® InDesign®とDigital Publishing Suiteで、
新たなデバイスに特化した表現方法を模索する

 ゴルフ専門誌「ゴルフトゥデイ」電子版でゴルフの臨場感を見事に表現

雑誌・書籍の制作からWeb、ゲーム開発など、
様々なジャンルで活躍する大手制作プロダク
ション、株式会社ビーワークス。今度はデジタル
マガジンの分野にチャレンジした。
スポーツの中でも繊細な動きの表現を求められる
“ゴルフ”をテーマとし、これまで紙媒体では
不可能だった“現場の臨場感”を再現した。
新たなるデバイスが持つ将来性と可能性に挑む。

株式会社   ビーワークス

株式会社ビーワークス　出版サービス事業部　事業部長　丸田 敏晴氏（右）
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Digital Publishing Suiteのリリースによって、

デジタルマガジン制作のハードルが大きく下がりました。
株式会社ビーワークス　出版サービス事業部　丸田 敏晴氏

株式会社ビーワークスは今年、創立 10 周年を迎える大手
制作プロダクションだ。近年では雑誌や書籍の制作だけで
はなく、Web やゲームの制作を手掛けるなど、幅広く事業を
展開している。
そのビーワークスが Digital Publishing Suite を利用し、株式
会社三栄書房から発行されているゴルフ専門誌「ゴルフトゥ
デイ」の電子化を手掛けることになった。
同社では以前よりゴルフトゥデイ誌の紙面デザインを担当
していたが、iPad のメインユーザーとゴルフのプレイヤー層が
重なることもあり、以前よりデジタルマガジンへのアプローチ
を考えていたビーワークスからの提案によって、今回の
電子化へと結びついた。
企画、制作を担当した同社の出版サービス事業部長である
丸田敏晴氏と実際に制作の作業を担当した長谷川美香氏、
そしてゴルフトゥデイ誌編集長の築比地敬一氏に InDesign
での実作業を行ってみた際の感想と電子化におけるメリット
をお伺いした。

人気アプリ第一位に輝く
人気プロゴルファーの石川遼選手のムービーで始まるゴルフ
トゥデイ電子版は、App Store でリリースされるやいなや

「スポーツ」ジャンルアプリの第一位に輝いた。もちろん
石川選手のネームバリューも影響を与えているだろう。しかし、
ゴルフファンにとっては待ち望んでいたコンテンツの一つ
ではなかったか。

「以前よりゴルフトゥデイの紙面デザインを担当させていた
だいておりましたが、電子書籍、デジタルマガジンについ
ても以前より注目していまして、事業化のタイミングを見計
らっていた状況です。」と同社出版サービス事業部長である
丸田敏晴氏は語る。

一方、三栄書房でも雑誌の電子化は以前より考えていた
そうだが、今回 Digital Publishing Suite のベータ版がリリース
されたことを契機として、今回のゴルフトゥデイ電子版発行に
結びついた。

「 以 前 に Digital Publishing Suite を 使って制 作され た 米
WIRED 誌を見て、うちもいつかこんなデジタルマガジンを
作りたいと思っていたところにビーワークスさんから電子化
のお話をいただきました。その後の話は早かったですね。」
とゴルフトゥデイ編集長の築比地敬一氏は語る。

ゴルフトゥデイ電子版の表紙。動きのあるオープニングが「動く！！
音が出る」という、紙媒体では表現できなかったことを可能に
したと表明している。見る人の期待感をそそる仕組みだ

ゴルフファンとiPadのユーザー層が重なる部分が多かった
ことが今回の成功につながったのでは、と分析する丸田氏
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チャレンジ
InDesignおよびDigital Publishing Suiteを利用
したiPad用デジタルマガジンの制作

ソリューション
画像、動画、テキスト含めたデザインを
InDesignで行い、iPad用のアプリケーション
として制作した

ベネフィット
映像や音声を含めることで、読者に現場
の臨場感を伝えることができた

Tool Kit

・Adobe® InDesign®

・Adobe® Digital Publishing Suite

雑誌版のゴルフトゥデイ誌。電子版は雑誌をそのまま電子化したものとは異なり、過去に発売
した号から「飛ばし」をテーマにした企画を厳選し、インパクト時の打球音や動画、スイングの連続
写真を盛り込むことで、雑誌をさらに進化させた内容になっている

電子版の発行は以前から希望していたと語る築比地
編集長。思っていた以上のものが出来上がったと語る

新しい表現の確立を目指して
ゴルフをはじめとするスポーツ専門誌では、スイングの
分解写真やインパクトの瞬間など、動きを解説するページが
多い。デジタルマガジンであればムービーを掲載すること
も可能であるため、より臨場感のあるコンテンツを構成す
ることができるのが魅力だ。

「ゴルフは物理です。究極的にはインパクトでクラブのフェース
面とボールがどう接触するかで「飛び」の３要素が決定
します。しかし、紙ではその瞬間を見ることは絶対にできま
せん。この１万分の５秒の世界を画面を触ったり、サウンド
を聴いたりすることで体感でき、自分の上達にすぐに役立つ
のがまさに今回のアプリです。」

紙面では分解写真として並べられていたスイング時の
ショットも iPad ならば、画面をスライドさせてインパクトの
瞬間を狙って画面を止めることも可能だ。
また、動きだけではない。ドライブヘッドがボールを叩く
インパクトの瞬間を音に収め、タップすることで再生できる
ようにした。ユーザーは音の違いを聞き分けることができ、
ドライブシャフトを選ぶ際の目安となる。

「これまでは、リッチコンテンツを含むデジタルマガジンを
発行するにはアプリケーションとして開発する必要があり、
ハードルが高かった。しかし、Digital Publishing Suite のリ
リースによって、プログラマーではなくInDesign を使う
ことのできるデザイナーであればストレスなく制作するこ
とができます。」と丸田氏は語る。

また、今回の電子版のオーサリングを担当した長谷川美香氏は、
実際に作業してみた感想を次のように語ってくれた。

「これまでの紙面制作とはワークフローが大きく変わりました。
デザインの作業がメインだったところから動的な要素の
見せ方やページ構成の提案など、コンテンツ制作により深く
関わって編集部とやり取りを重ねました。今回の経験で今後
ももっと魅力的な見せ方、提案ができると実感しました。」

雑誌をそのまま電子化するのではなく、iPadというデバイス
に合わせたコンテンツを新たに作り上げるという作業は、
ノウハウがない中での試行錯誤もあったようだが、編集・
制作一丸となっての取り組みは結果に繋がった。
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紙では表現できなかった空気感を伝える
ゴルフというのは自然の中で楽しむスポーツだ。その空気感、
臨場感をどのように伝えることができるかが、これまでの
大きな課 題であったが、タブレット PC という新たな
デバイスの出現によって、 可能性が大きく広がったと
築比地編集長は語る。

「電子版であれば、ゴルフ場をパノラマで展開したり、俯瞰で
コースを確認できるようにと、これまで難しかった表現が
実現できるようになります。それを見た読者がどのような
反応を示してくれるか楽しみです。」

広告クライアントからの評判も上々で、これまで中々新しい
メディアへの広告展開が難しいとされてきた業界であったが、
新しいデバイスの登場によって、さまざまな広告展開が
考えられるようになったという。

「デジタルマガジンの成功には、リッチコンテンツならではの
媒体の魅力の向上によって、読者の拡大と広告の拡大の両
面が必要だと感じています。」と丸田氏は語る。

今後は、広告と E コマースを連動させてデジタルマガジン
から直接、商品の購買につなげられるようにしたいそうだ。
また、編集部では新しい読者層の開拓にも期待している。

「アメリカには、こういったスタイルのゴルフ専門誌が
ありません。社内に英語や中国語のできる人を雇用して、
今後は海外展開を見据えた紙面づくりにもチャレンジ
してみたいですね。」と、築比地氏は今後の抱負を語って
くれた。

雑誌であれば、興味のある人にしか手にとってもらえないが、
デジタルマガジンであれば、対象外の人にも目に止まる
はずだ。ひいては、ゴルフ人口の増加にもつながるかも
しれない。
電子書籍、デジタルマガジンの持つ可能性は、単に写真が
動くだけではなく、こうした市場の開拓にも大きく貢献
しているのではないだろうか。

今回のゴルフトゥデイ誌の成功は、ゴルフ人口を増やすと
同時に、タブレット PC や電子書籍、デジタルマガジン業界
全体の盛り上げにも貢献したことだろう。

雑誌版と電子版の同ページ比較。紙面では連続写真を横に並べて解説していたスイングの
シーンを、電子版では、ムービーのような連続コマ送り写真を指で操作し、自在に体感
できるように工夫している。他にもインパクトの瞬間をとらえた打球音など、電子版なら
ではの仕掛けを随所に見ることができる

※iPad専用アプリ「ゴルフトゥデイ 飛ばしレッスン 新開発!! 動く! 音が出る!」
h t t p : / / i t une s . apple . c om / jp / app / g ol f - t o d a y s - app -1s t - t he - r e v olu t i on /
id415446660?mt=8&ls=1
※参考用動画
http://www.youtube.com/watch?v=mg7-enBwCYc

制作を担当した長谷川氏。動きをどう見せるかのディレクション
の作業に最も力を注いだという


